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　小児科診療において，耳鼻咽喉科領域の疾患はきわめて日常的なものであり，特に急性中耳炎や
鼻閉，扁桃炎などの疾患は，耳鼻咽喉科医ではなく小児科医が「ファーストタッチ」として最初に
診療する機会が多いと考えます．しかし，耳鼻咽喉科疾患のなかには，専門的な診断や治療が求め
られるケースも少なくありません．その際，小児科医としてどのタイミングで耳鼻咽喉科専門医に
紹介すべきか，またはどのように患者と家族に説明すべきかといった判断が重要になります．
　本特集は，小児科医の皆様に向けて，耳鼻咽喉科領域の主要疾患や徴候についての理解を深める
ことを目的としています．各分野の専門家である耳鼻咽喉科医が，それぞれの疾患に対する最新の
診療指針や臨床知見をもとに，実際の診療に役立つ知識を解説しています．また，各項目の最後に
は「小児科医へのメッセージ」を盛り込むことで，耳鼻咽喉科医としての視点を共有するとともに，
小児科診療における役立つヒントを提供することを目指しています．
　本特集では，二つの異なる診療科の診断に対する本質にも目を向けています．小児科の本質が内
科学にあり，患者全体を包括的に捉えつつ病態を評価することを重視しているのに対し，耳鼻咽喉
科の本質は外科学に根差しており，診断から治療まで各領域を詳細に観察し，具体的な診断を確定
することに重きを置いています．この違いは，ときに診療アプローチの多様性を生むものの，適切
に理解し活用することで，患者に最善の医療を提供するための強力な武器となり得ます．
　また，少子化の進展が加速する日本において，小児患者の減少はすべての小児診療科にとって重
要な課題となっています．患者数の減少は診療体制や医療資源の分配に影響を及ぼすだけでなく，
診療科間の競争や摩擦を生む要因ともなり得ます．しかし，本特集を通じて提唱したいのは，こう
した課題に対し，対立ではなく共存と発展を目指すべきであるという考え方です．小児医療の質を
維持・向上させるためには，各診療科が互いの専門性を尊重し合い，協力する姿勢が求められてい
ます．
　執筆陣は，次世代を担う熱意あふれる若手の耳鼻咽喉科医を中心に構成されています．これによ
り，現場の最前線で活躍する視点を共有し，実際の診療に活かせる情報をお届けすることができる
と考えています．本特集を通じて，日々の診療の一助となるとともに，小児科医と耳鼻咽喉科医の
協力関係がさらに深化することを期待しています．
　本誌が，小児科診療に携わる皆様の日々の診療活動の一助となること，さらには，内科的視点と
外科的視点の相互補完を基盤とした小児医療の新たな形を模索する一助となれば幸いです．そし
て，本特集を通じて，小児科と耳鼻咽喉科の間に新たな診療コンセンサスが生まれることを心から
願っています．
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